
＜ 秋のみずべ公園 ～②ハチ・アリのなかま ＞

ひたち野うしく小４年生と歩いた秋のみずべ公園、今回はハチやアリのなかまです。

遊具の近くに、大きなハチの巣があり、たく
ゆう ぐ す

さんのハチが集まっていました。ムモンホソ

アシナガバチです。山の方でよく見られる

そうですが、みずべ公園でも毎年見かけます。

巣はまだ作り始めのようで、卵なども見当た
す たまご

りません。２日後の木曜には雨が降りました
ふ

が、巣には１匹もいなくて、ややはなれたコナ
す ぴき

ラの枝で１匹見つけました。アシナガバチのな
えだ ぴき

かまは女王１匹だけで越冬するものが多いよう
ぴき えっとう

ですが、このハチは木のうろなどで、集団で冬

を越すそうです。
こ

スズメバチもいました。コガタスズメバチ

です。名前の割に小さくはありませんし、パッ
わり

と見るとオオスズメバチに似ています。
に
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ムモンホソアシナガバチと、その巣（上）。
す

雨の日には、巣はからっぽ（下左）。
す

はなれたところにハチがいました（下右）。

エサを探す、コガタスズメバチ。
さが



カタバミの花で、蜜を吸っているハチがいました。腹が長くて触角も長い、胸の背中側に目と口のよ
みつ す はら しょっかく むね せ なかがわ

うなもようがある、ヒメハラナガツチバチのオスです。メスには顔のようなもようはなく、触角も
しょっかく

あまり長くはありません。近くでは、カタバミの花よりもっと小さなハナバチも蜜を吸っていました。
みつ す

その他、キボシアシナガバチのからっぽの巣、
す

ハバチの幼虫２種類、コマユバチのまゆなども
ようちゅう

見つけてくれました。みなさん、目がいいですね。

冬の観察も、期待していますよ。
き たい
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カタバミの蜜を吸うヒメハラナガツチバチのおす（左）と、小さなハナバチ（右）。
みつ す

キボシアシナガバチの巣(上)。
す

ハグロハバチ(中左)とサクラセグロハバチの幼 虫 (中
ようちゅう

右)。

サムライコマユバチのなかまのまゆ(左下)。


